
事業所向け
新しい介護予防・日常生活支援総合事業のサービスコード表及び単位数表マスタについて
鈴鹿亀山地区広域連合では平成29年4月1日から新しい介護予防・日常生活支援総合事業を開始します。介護予防訪問介護相当サービス，介護予防通所介護相当サービスを実施した場合は従来どおり国民健康保険団体連合会経由で請求していただきますが，予防給付とサービスコードが異なりますのでご注意ください。
◆サービスコード表
・サービスコード表（新しい介護予防・日常生活支援総合事業）（Excelファイル形式）
　A1，A2，A5，A6のシートがありますので，該当するシートを参照ください。
	介護予防訪問介護相当サービス
	A1
	平成27年3月31日までに介護予防訪問介護の指定を受けていた「みなし指定事業所」が使用します。

	
	A2
	平成27年4月1日以降に介護予防訪問介護の指定を受けた事業所が使用します。

	介護予防通所介護相当サービス
	A5
	平成27年3月31日までに介護予防通所介護の指定を受けていた「みなし指定事業所」が使用します。

	
	A6
	平成27年4月1日以降に介護予防通所介護の指定を受けた事業所が使用します。


◆単位数表マスタ
　各単位数表マスタは保険者番号以外同じ内容です。
・単位数表マスタ（鈴鹿市）（CSVファイル形式）
・単位数表マスタ（亀山市）（CSVファイル形式）
◆更新申請の場合の留意点
平成29年4月1日から総合事業が始まりますが，平成29年3月31日の時点で要支援の認定を受けている利用者は認定期間が終了するまでは従来どおり予防給付でサービスを利用します。例えば，下図のように要支援の認定期間が平成29年11月30日までの方は，平成29年11月30日までは従来どおり予防給付でサービスを受け，更新申請の結果，平成29年12月1日以降も要支援の認定を受けた場合は平成29年12月1日からは総合事業の介護予防訪問介護相当サービス，介護予防通所介護相当サービスを利用します。（平成29年12月からは総合事業のサービスコード表にて請求してください。）




平成29年4月1日　　　　　　　　　平成29年12月1日　　　平成30年4月1日


　　　　　　　　　　　　　　○総合事業開始　　　　　　　　　　　　　　　　　○完全実施





現在の認定有効期間


H28.12.1～H29.11.30（要支援）
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